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い，従来の狭帯域ネットワークからさまざまなマルチメディア通信が可能になる広帯域 ISDN CIntegrated Services 































のあるアプリケーションに対しては， ビットレベルとセルレベルの FEC を組み合わせる方法を考えている。さらに，













と関連がないパケットの廃棄による TCP の性能の劣化問題を検討している o 本研究では，インターネット上でユー
ザのモビリティを支援するため， IETF で提案されている Mobile IP プロトコルを対象とし，ユーザのモビリティが
TCP の性能に与える影響を明らかにしている。その後，モパイル環境で‘の TCP の性能を向上させるため，現在
IETF で検討中であるバッファリング方式の問題点を解決する提案を行なう。さらに，今まで提案されたすべてのパ y
ファリング方式の共通の問題点を明らかにし，その解決策を提案しているo
以上のように，本論文は次世代パーソナル通信システムにおいて，無線アクセスネットワークと有線パックボーン
ネットワーク間のシームレスな相互連動を可能にする提案を行い，それらの提案方式が有効であることを示しており，
今後の次世代パーソナル通信システムの実現に大いに寄与するものと考えるo よって博士(工学)の学位論文として
価値あるものと認める。
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